
●年齢別の回答人数は多い順に60歳代141人、50歳代
82人、70歳代55人、40歳代41人、30歳代30人、80
歳代6人、20歳代3人、10歳代2人、10歳未満と未回
答各1人の順となっています。

●60歳代と50歳代を併せて約6割を占めています。

地区防災訓練アンケート全地区集計結果

参加者総数
一 次 訓 練：6，635人
二 次 訓 練： 874人
アンケート回答者総数： 362人



「高まった」が261人で半数を超えており、「やや高まった」と
併せると97％の方が今回の訓練で防災意識が高まったと回答さ
れました。（※未回答の方がいるため回答者総数とは乖離があり
ます。）

レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による避難所運営の
DVDついては335人、94％の方が「理解できた」と回答されました。
（※DVD視聴をしていない参加者がいるため回答者総数とは乖離があ
ります。）

地区防災訓練アンケート全地区集計結果



比較的取組みやすい「自宅の備蓄品の備え」が一番多いが、い
ざという時に必要となる「避難所までのルートや避難判断のタ
イムラインの確認」が低い。

普段から「自宅の備蓄品の備え」を取組んでいるが改めて重要
性を感じ充実させたいとの傾向が見て取れます。

地区防災訓練アンケート全地区集計結果



自助に関する項目である「自宅の備蓄品の備え」に取組んでい
るが今後も実践していきたいとの意向が見えます。

地区防災訓練アンケート全地区集計結果



●太田地区の年齢別回答人数は多い順に60歳代18人、
70歳代14人、50歳代11人、80歳代、40歳代、30歳
代が各2人の順となっています。

●70歳代と60歳代を併せて約6割を占めています。

太田地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：1,776人
二 次 訓 練： 77人
アンケート回答者総数： 49人



「高まった」「やや高まった」を合わせると89％でした。 レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による
避難所運営のDVDについては43人、96％の方が「理解で
きた」と回答しました。

太田地区防災訓練アンケート集計結果について



「近所や自治会との連携」や「避難所までのルートや避難判断
のタイムラインの確認」が低い。

太田地区防災訓練アンケート集計結果について

①において準備できていないと感じている「近所や自治会との
連携」が高い。また①で高かった「自宅の備蓄品の備え」「災
害情報の入手手段確認」が改めて重要だと認識されたとの傾向
が見えます。



身を守る行動、災害情報の入手手段の確認以外はほぼ同じ位の
数値でどれも大切と感じる取組んでいきたい方が多い傾向が見
て取れる。

太田地区防災訓練アンケート集計結果について



●古井地区の年齢別回答人数は多い順に60歳代10人、
50歳代7人、70歳代2人、40歳代1人の順となってい
ます。

●70歳代と60歳代で6割を占めています。

古井地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：2,435人
二 次 訓 練： 128人
アンケート回答者総数： 20人



レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による避難所運
営のDVDについては18人、90％の方が「理解できた」と回答され
ました。

古井地区防災訓練アンケート集計結果について

「高まった」「やや高まった」を合わせると90％でした。



「自宅の備蓄品の備え」はできているが「避難所までのルート
や避難判断のタイムラインの確認」、「家の安全点検」ができ
ていないとの傾向が見て取れます。

①で準備してるとの回答が多かった「自宅の備蓄品の備え」を
充実させたいとの思いが見て取れます。しかし①で低かった
「避難所までのルートや避難判断のタイムラインの確認」につ
いては低いままで今後の対策が求められます。

古井地区防災訓練アンケート集計結果について



①、②において高値であった「自宅の備蓄品の備え」が③でも
高い数値を示しています。

古井地区防災訓練アンケート集計結果について



●年齢別の回答人数は多い順に30歳代13人、60歳代と
50歳代各6人、40歳代4人、70歳代2人の順となって
いる。

●30歳代と40歳代の回答で約半数を占めている。

山之上地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：373人
二 次 訓 練： 58人
アンケート回答者総数： 31人



レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による
避難所運営のDVDについて全ての視聴者が「理解でき
た」と回答されました。

山之上地区防災訓練アンケート集計結果について

「高まった」と回答された方は29人で94％でした。



「避難所までのルートや避難判断のタイムラインの確認」、
「家の安全点検」が低値となっています。

①において低値である「避難所までのルートや避難判断のタイ
ムラインの確認」、「家の安全点検」が低く今後の対策が求め
られます。

山之上地区防災訓練アンケート集計結果について



①、②において低値であった「避難所までのルートや避難判断
のタイムラインの確認」が高い値を示しており今後の対策が期
待できます。

山之上地区防災訓練アンケート集計結果について



●蜂屋地区の年齢別回答人数は多い順に60歳
代26人、50歳代13人、70歳代5人、40歳
代3人、80歳代2人、30歳代、20歳代、10
歳代各1人の順となっています。

●60歳代と50歳代を併せて7.5割を占めてい
ます。

蜂屋地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：424人
二 次 訓 練： 78人
アンケート回答者総数： 52人



「高まった」が34人で6割を超えています。 レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による避難所運営の
DVDについては52人全員が「理解できた」と回答しました。

蜂屋地区防災訓練アンケート集計結果について



「自宅の備蓄品の備え」「身を守る行動」「家族との連絡方法
の確認」の順となっています。

「自宅の備蓄品の備え」は普段から準備しているが更に充実さ
せたいとの思いが見て取れます。

蜂屋地区防災訓練アンケート集計結果について



自宅の備えや近所や自治会との連携を充実させたいとの思いが
見て取れます。

蜂屋地区防災訓練アンケート集計結果について



●加茂野地区の年齢別回答人数は多い順に60歳代38人、
50歳代19人、40歳代15人、70歳代14人、30歳代6人、
20歳代、10歳代、10歳未満、年齢不詳各1人の順と
なっています。

●60歳代と50歳代を併せて約7割を占めています。

加茂野地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：257人
二 次 訓 練：288人
アンケート回答者総数： 96人



「高まった」が53人で半数を超えています。 レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による
避難所運営のDVDについては99％の方が「理解できた」
と回答されました。

加茂野地区防災訓練アンケート集計結果について



「自宅の備蓄品の備え」「身を守る行動」「家族との連絡方法
の確認」の順になっています。

「身を守る行動」と「自宅の備蓄品の備え」の大切さを再認識
されたとの傾向が見て取れます。

加茂野地区防災訓練アンケート集計結果について



「自宅の備蓄品の備え」を更に充実させたいとの傾向が見て取
れます。

加茂野地区防災訓練アンケート集計結果について



●伊深地区の年齢別回答人数は多い順に30歳代6人、70
歳代と60歳代5人、40歳代3人、50歳代2人、20歳代1
人の順となっています。

●ほかの地区よりも稼働年齢層の回答割合が高いです。

伊深地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：187人
二 次 訓 練： 56人
アンケート回答者総数： 22人



「高まらなかった」と回答した方は22人中、2人のみです。 レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による
避難所運営のDVDについては22人中、21人の方が「理解
できた」と回答されました。

伊深地区防災訓練アンケート集計結果について



「身を守る行動」が突出していますが全ての項目について満遍
なく取り組まれている状況が見て取れます。

全ての項目について重要だと再認識していただけたとの傾向が
見て取れます。

伊深地区防災訓練アンケート集計結果について



ほぼ全ての項目について更に充実させたいとの思いが見て取れ
ます。

伊深地区防災訓練アンケート集計結果について



●三和地区の年齢別回答人数は多い順に60歳代15人、
70歳代7人、50歳代5人、40歳代3人、80歳代2人の順
となっています。

●80歳代70歳代、60歳代で7.5割を占めています。

参加者総数
一 次 訓 練：135人
二 次 訓 練： 41人
アンケート回答者総数： 32人

三和地区防災訓練アンケート集計結果について



「高まった」が20人（65％）です。 レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による
避難所運営のDVDについては全ての方が「理解できた」
と回答されました。

三和地区防災訓練アンケート集計結果について



「家の安全点検」「近所や自治会との連携」が低いです。 全ての項目について重要性を再認識いただいた傾向が見て取れ
ますが、特に「近所や自治会との連携」について重要性を感じ
たものと思われます。

三和地区防災訓練アンケート集計結果について



自助に関する項目である「自宅の備蓄品の備え」「家の安全点
検」が高く更に充実させたいとの思いが見て取れます。

三和地区防災訓練アンケート集計結果について



●下米田地区の年齢別回答人数は多い順に60歳代23人、
50歳代19人、40歳代10人、70歳代6人、30歳代2人
の順となっています。

●70歳代、60歳代、50歳代で8割を占めています。

下米田地区防災訓練アンケート集計結果について

参加者総数
一 次 訓 練：1,048人
二 次 訓 練： 148人
アンケート回答者総数： 60人



「あまり高まらなかった」の割合がほかの地区に比べ高い傾
向にあります。

レスキューストックヤード常務理事の浦野 愛氏による避難
所運営のDVDについては95％の方が「理解できた」と回答さ
れました。

下米田地区防災訓練アンケート集計結果について



自助の「自宅の備蓄品の備え」「身を守る行動」が高いです。 「自宅の備蓄品の備え」について再認識していただけた傾向が
見て取れます。

下米田地区防災訓練アンケート集計結果について



「自助・共助」を更に充実させたいとの傾向が見て取れます。

下米田地区防災訓練アンケート集計結果について


